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市

年牧50 
民
税

方
安が円

〆ー「

家族4 

な
人

り、-〆

で ま
1，600 す

減円 /1 
る

市
で
は
市
民
み
な
さ
ん
の
税
金
の
負
担
を
で
き
る
だ
け

軽
く
し
よ
う
と
、
市
税
条
例
の
次
の
と
こ
ろ
を
改

正
し
ま
し
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
総
額
六
百

万
円
の
減
税
と
な
り
ま
す
。

改
正
し
た
と
こ
ろ

①
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老

年
者
又
は
寡
婦
の
税
金
の

か
か
ら
な
い
範
囲
を
年
所

得
二
十
万
円
〈
従
来
十
八

万
円
〉

ま
で
引
き
上
け
た

②
所
得
控
除
と
し
て
、
基
礎

控
除
の
ほ
か
に
扶
養
控
除

細字は改正前
太字は改正後

県阿I子夫供婦託人と 夫子供婦2人と I 子夫供婦3人と
年収

30万 円
ι200 I 3必O 川 o1 2，400 

3，600 I 2; 800 .1 2，2001 1，600 

50万円
10;3∞|山o1 9，100 1 8，5∞ 
9，600 8，700 7，800 I 6，900 

60万円
14，300 1 13，700 I山 001山 00

13，3001 12，100 10，900 I 9，900 

80万 円
-2江∞ I21.800 1 21.200 1 2附

川 00I 20，100 18，900 I 17. 700 

100万 円
32，400 I 31.800 1 31.200 I 3問。
31.000 1 29，500 ¥ 28，000¥ 26，500 

年牧からみた市民税

月
才
一
人
目
は
四
万
円
、

才
二
人
目
か
ら
一
人
に
三

万
円
〉
を
新
し
く
設
け
た

③
白
色
専
従
者
に
つ
い
て
税

額
控
除
の
額
を
一
千
円

ハ
従
来
八
百
円
)
に
引
き

上
け
た
。

④
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が

障
害
者
、
老
年
者
、

寡
婦

又
は
勤
労
学
生
で
あ
る
場

合
、
治
よ
び
扶
養
親
族
で

あ
る
障
害
者
に
つ
い
て
は

税
額
控
除
の
額
を

一
千
円

(
従
来
五
百
円
〉
に
引
き

.上
け
た
。

改
正
に
よ
っ
て
税
額
は
別
表

の
と
お
り
引
き
下
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

¥ 

、J、
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J 

芳九回市民体育祭が五月十日玖島崎の市営グランドで聞かれました。

入場式には各地区のプラカードをつらね堂々の入場をしました。

プログラムも子供会、青年団、地区対抗の競技など、もりだくさんで、見物

の人も多かったのでしたが、あいにく雨が降り午前中で中止しました。

国民健康保険
職場の健康保険の加入や

脱退の場合

国民健康保険事業では、次のようえにこ

とがあったときは十日以内に届出をし左

ければなら左いことになっております。

届出がおくれたり、あ とで発見された り

すると、事実の発生した日にさかのぼっ

て俣険税を納めることに友り 又は保険

給付が受けられない等、めんどうなこと

に友ります。

(í ， ~、ままで国保の被保険者であった人が

職場の健康保険に加入した場合(被扶

養者を含む)

②職場の健康保険を脱退した人で引続い

て他の職場の健濠保険に加入できない

場合〈被扶養者を含む〉

..........・・・・・・届出

職場健康保険証又は加入、脱退した旨

の証明書、国保保険証及び印鑑を持って

保険年金課又は出張所に届け出てくださ

レ可。

“ 
わ
が
地
区
点
、
手
を

ス
タ
ン
ド
か
-
り
声
援

入場式に参加する

地区代表選手 砂
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「
勤
労
青
少
年
の
歌
」

寂
詞
を
募
集
し
て
い

ま
す

灼
く
青
少
年
が
い
つ
も
気

軽
る
に
口
十
さ
め
る
よ
う
を

歌
詞
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
仇
ら
く
青
少
年
が
明

る
く
希
望
を
も
っ
て
生
活
で

き
る
環
境
を
つ
く
り
、

雇
用

の
安
定
と
県
内
産
業
の
振
興

を
は
か
る
た
め
に
県
が
行
な

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

募
集
要
領

①
歌
詞
の
型

自

由

②
応
募
資
格
県
内
居
住
者

③
締
切
日
七
月
十
五
日

③
送
り
先
畏
崎
市
江
戸
町

二
番
地
十
三
号
、
県
民
生

労
的
部
労
政
課

発
表

十

一
月
上
匂

入
選
:
・

一
点
(
一
万
円
)

秀
作
;
・一

点
(
五
千
円
)

佳
作
;
・
二
点
(
二
千
円
〉

な
お
、
応
募
作
品
は
自
作
未

発
表
の
も
の
で
、
一

人

一
点

現
住
所
、
職
業
、
氏
名
、
生

年
月
日
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

賞

輪
出
商
品
に
補
助
金

中
小
企
業
庁
で
は
中
小
企

業
者
自
身
の
研
究
開
発
を
促

進
し、

輸
出
商
品
の
品
質
意

匠
を
向
上
さ
せ
輸
出
を
さ
か

ん
に
す
る
た
め
、
研
究
ま
た

は
試
作
を
行
な
う
中
小
企
業

者
等
に
た
い
し
、
'技
術
研
究

費
補
助
金
及
び
試
作
奨
励
費

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

こ
の
補
助
金
の
交
付
の
対
象

は
技
術
研
究
ま
た
は
試
作
の
山

前

す

内

年

、
る

。

る

で

年

ょ

間

三

3

た
め
必
要
か
く
べ

か
ら
ざ
る

川

を

ま

以

何

と

す

す

す

納

民

し

年

昨

円

主
要一
原
材
料
、
機
械
装
置
、

…

モ

料

h
y

年

て

法

納

ま

納

前

国

ま

刊

日

と

一目

川

メ

険

あ

十

し

方

前

b
前

で

で

め

は

i

る

工
具
器
具
の
購
入
ま
た
は
製

山

並

保

ず

に

と

る

を

あ

て

紙

法

納

方

消

。

す

は

造、

改
修
、
据
付
等
に
必

要

…

肖

的

劃

批

判

肘

断

ザ

ι
帥

納

付

拘

相

聞

脚

。

一
一
れ

…

怠
費
用
及
び
意
匠
の
購
入

、

川

寸
J

・

年

と

る

を

前

全

二

位

金

。
前

か

刊

k

l

'を
円

れ

ま

川

山

田

内

民

る

す

年

を

の

の

単

年

す

な

欠

ぽ

ヘ
て

日

分

刊

さ

り

州

外
註
加
工

に
必
要
注
経
費
で

山

時

国

す

納

、

か

来

法

を

民

ま

利

を

。

え

扮

に

年

J

引

な

川

必
要
注
額
の
二
分
の

一
以
内
山

E
H

納

前

で

分

将

方

年

国

き

有

金

う

例

リ

間

刊

竹

割

と

州

の
額
が
補
助
金
額
と
な
り

ま

ピ

-EZEE--=ZEE-ZEE--『

EE----EF---2352=言呈
・

=EE--=-REE--=z--ZEE-EE--EE--歪
-EE----ZE--EE--zZEE-ZEE-h

す
。
交
付
申
請
は
五
月

二
十

決

日

詐

約

山

で

八
日
ま
で
市
商
工
水
産
課
で

き

れ

年

費

と

事

取
り
扱

い
ま
す
。

一

一

日

M
昨

仙

虹

。

川

害

が

の

、
川

度

す

d

水

事

年

:
ル

の

今

ま

谷

の

工

刊

ト

こ

、

い

:

年

旧

と

』
}

0

・で

て

，
ヌ
訂

復

年

、
メ

す

、川

れ

こ

は

害

計

川

ま

な

ら

1
川

災

一は

引

い

急

け

し

谷

の

事

約

て

の

設

大

そ

工

長

、つ
れ

が

旧

の

、

。

全

か

流

工

郷

が

た

れ

か

た

差

担侵

川

た

し

お

円

れ

落

4
小

し

ま

な

万

ま

ゆ

平

ま

し

行

0

さ
つ

U
J

し

成

で

悶

は

七

鈴

挟

完

閣

し

に

は

池田堤下の排水路完成

池田堤下の農業用排水路がで、きあがりました。この排水路は全

長約210メートノレ、 巾4.4メートル、総工費は約620万円で、受

益農包は 2.5ヘクタ ーノレで、すD 下流は諏訪住宅の中を流れる藤

の川i排水路で、すでに昨年都市計画事業で完成していますので

上流から下流まできれいにできあがヮたことにな ります。
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〔
管
内
〕
男
子

集
金
人
二
十

t
六
十
才
一

万

1
一
万
五
千
円
・

経
理
事
務

年
令
不
問

一
万

t
一
万
八
千

円
・
一

般
事
務
十
八

t
三
十

才
九
千

t
一
万
二
千
円
・
自

動
車
整
備
工
十
八
i
=一
十
才

二
万

t
三
万
円
・
自
動
車
運

転
手
二
十

1
四
十
才
一

万
八

千
円
・

営
業
係
十
八

t
二
十

五
才
八
千

t
一
万
五
千
円

・

居
員
十
六

t
二
十
五
才
八
千

1
二
万
円

女
子

居
員
十
五

t
二
十
三
才
七
千

t
九
千
円
・
一

般
事
務
十
八

t
二
十
三
才
八
千
円
・

経
理

事
務
年
令
不
問
八
千

t
一
万

円
・

蒙
事
手
伝
い
年
令
不
問

六
千

t
七
千
円

〔管
外
〕

男
子

自
動
車
組
立
工
十
八

t
三
十

才

一
万

一
千

t
一
万
八
千
円

.
鍛
造
鋳
物
工
十
八

t
三
十

五
才

一
万
二
千

t
一
万
六
千

円
・

機
械
保
全
工
十
五

t
三

十
才

一
万

t
一
万
五
千
円

・

印
制
工
十
八

t
二
十
三
才
一

万
三
千

t
二
万
二
千
円

女
子

寮
母
二
十
五

t
=一
十
才
二
万

円
・

電
気
製
品
組
立
工
十
六

t
二
十
五
才

一
万

t
一
万
二

千
円
・
ホ
テ
ル
従
業
員
十
八

t
四
十
才

一
万

一
千

t
一
万

三
千
円

・
菓
子
包
装
工
十
五

t
二
十
五
才
一

万
二
千

t
一

万
三
千
円
。

九
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差
押
財
産
の
公
売

五
月
二
十
七
日
:
:
牧
納
諜

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え

た
動
産
主
、
つ
ぎ
の
と
お
り

公
売
に
付
し
ま
ず
か
ら
、
買

受
希
望
者
は
当
日
定
刻
ま
で

に
、
印
鑑
持
参
の
う
え
、
ご

参
集
く
だ
さ
い
。

ム
日
時
五
月
二
十
七
日

午
後
一
時
か
ら
二
時
ま
で

ム
場
所
市
役
所
収
納
課

ム
公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

ム
公
売
保
証
金
見
積
価
額

の
百
分
の
十
以
上

ム
代
金
納
付
期
限
五
月
二

十
七
日
午
後
三
時

;.6.新しくできた

西大村中学校工作室

4鉄筋コンクリー卜で

増築された郡中学校

の工作室

A
公
売
物
件

V

ラ
ジ
オ
一

v
自
転
車

一
v
碁
盤
碁
石
一
組

V

ミ
シ
ン
二

V

計
量
器

一

V

一ニ
相
誘
導
電
動
機

七
、
五
馬
力
一

V
蓄
音

器
二

V

扇
風
機
一

V

テ

ν
ピ
一

V

イ
ン
ク

七
十
八
マ
製
窓
機
一

-西大村中学校 工作室… ..2教室 237.6平方メートル

理科室 ...2教室理科準備室 2教室

429.0平方メートル音楽室…..1教室

夫術室一 .1教室保健室….1教室

303平方メートル総工費=約2，670万円

圃郡中下校 理科室...1教室理科準備室一一一 l教室

260.7平方メートノレ 総工費=約467万円

惨九91Jil電力では六万ポル

トむ架空送電線懸垂の

ため、調査、測量治よ

び工事をつぎのと治b

行なっています。

該当する地区の方々は

十分注意してください

該当地区武留路郷、一

ノ郷、二ノ郷

三ノ郷

4月下句から 5月

下句

L_ー一一ー一ー一一ーーーーーーーー一一一ーーーーーー一一

査一一一一一一ー一一調入

〈

期間

守一

砂国鉄では大村線の信号

保安設備を充実するた

め、つぎの期間、沿線

の立入測量を行なって

います。

大村線付近の関係者の

方のご協力を治願いし

ます。

寂間

昭和39年 5月 1日から

昭和40年 3月31日まで

園
行
政
相
談
委
員
に

土
方
久
彦
氏

大
村
地
区
の
行
政
相
談
委

員
に
池
田
十
区
の
土
方
久
彦

氏
が
再
び
き
ま
り
ま
し
た。

こ
の
相
談
委
員
は
国
の
行

政
や
県
や
市
が
国
か
ら
委
任

さ
れ
た
一
部
務
に
つ
い
て
の
い

ろ
い
ろ
の
附
設
や
苦
情
の
処

理
に
応
じ
る
人
で
す
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
相
談

し
て
、
明
る
い
生
活
を
送

b

ま
し
ょ
う
。

彊
力
リ
フ
オ
ル
ニ
ヤ
米
を
内

地
米
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す

い
ま
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
カ

リ
フ
オ
ル
一
一
ヤ
米
は
、
準
内

地
米
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
'

い
ま
し
た
が
、
そ
の
品
質
が

内
地
米
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
左

い
た
め
、
四
月
一
日
か
ら
う

る
ち
米
の
中
の
水
稲
う
る
ち

米
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に

な

b
ま
し
た
。

i 
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開
閉
闘
回

o
s
-
-
r
a
s
e
開
問
鴎
固

o
s
-
-
r
a
s
e

婦
人
学
級

大村市政だよ

申
し
込
み
は

5
月
お
日

田
洋
裁
コ
!
ス

園
読
書
コ

l
ス

・
華
道
コ

l
ス

園
料
理
コ

l
ス

市
教
育
委
員
会
で
は
市
内
居

住
の
婦
人
を
対
象
に
婦
人
学

級
を
開
設
し
ま
す
ο

定
員
は
各
ゴ

l
ス
と
も
五
十

名
で
受
講
料
は
い
り
ま
せ
ん

昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和39年 5月20日

希
望
者
は
五
月
二
十
八
日
ま

で
に
地
域
婦
人
会
を
通
じ
て

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

洋
裁
コ

l
ス

期
間
と
時
間

六
月
上
句
よ
り
十
月
ま
で

毎
週
水
曜
日
午
後
二
時
よ

b
四
時
ま
で

講
師
滝
野
マ
シ
さ
ん

会
場
中
央
公
民
舘
講
座
室

新しいたごみとり車ミフルパツ力一登場

ごみとりに新しい機能をもっ車が的きはじめました。

これは衛生的な市民生活をしていただくため2台を購入

したものです。 特徴はつみこんだ E ごみ司を自動的に圧

縮する力をもち、また運搬中の臭気の発散、ごみのとび

ちりがなく衛生的であることです。

最大積載量は1.75トン。 購入額はl台131万円。

読
書
コ

l
ス

期
間
と
時
間

六
月
よ

b
来
年
二
月
ま
で

毎
月
二
十
五
日
午
後
二
時
よ

b
四
時
ま
で

会
場
市
立
図
書
舘

華
道
コ

l
ス

期
間
と
時
間

六
月
上
匂
よ
り
来
年
二
月
ま

で

毎

週
木
曜
日
午
前
十
時

よ
り
十
二
時
ま
で

講

師

千

正

池

ノ

坊

寺

本

晴
月
さ
ん

中
央
公
民
舘
講
座
室

会
場料

理
コ

l
ス

期
間
と
時
間

六
月
上
句
よ

b
来
年
二
月
ま

で
開
催
日
は
受
講
す
る
方

の
希
望
に
よ

b
決
め
ま
す。

会

場

中

央
公
民
舘
講
座
室

食
品
販
売
業
の

登
録
と
検
便

大
村
保
健
所
は
つ
宵
の
要
領

で
三
十
九
年
の
食
品
販
売
業

〈居
輔
)
と
行
商
の
登
録
治

よ
び
検
便
を
行
、
な
い
ま
す
。

マ
つ
ぎ
の
食
品
を
販
売
す
る

業
種
は
登
録
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

開
魚
介
、

鯨
肉
類
、
そ
の
加

工

品

川
W

魚
肉
、
ね
り
製
品

川
刊
ア
イ
ス
ク

9
1
ム
類

M
W
一豆
腐
、
豆
腐
加
工
、
ご
ま

豆
腐

制

菓

子
類

付

と
こ

ろ
で
ん
、

か
ん
ぎ
ら
し

V

登
録
の
日
時
と
場
所

5
月
日
日
目
日

大
村
保
健
所

5
月
幻
日西

大
村
出
張
所

時
間
は
い
づ
れ
も
午
前
十

時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

V

登
録
料
と
検
便
料

登
録
料
百
円

検
便
料

一
人
五
十
円

友
治
登
録
の
と
き
は
必
歩
印

鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

が
め
し

ρ
を
た
べ
さ
せ
る

食
堂
・
旅
館
な
ど
の
登
録

食
品
衛
生
法
に
よ
り
飲
食

営
業
の
許
可
を
受
け、

旅
館

食
堂
、
料
理
屋
、
ハ
め
し
を

出
さ
左
い
と
こ
ろ
は
除
く
〉

す
し
屋
友
ど
を
経
営
し
て
い

る
方
は
毎
年
、
米
飯
提
供
業

者
の
登
録
を
し
怠
け
れ
ば
な

わ
ま
せ
ん
。

市
で
は
本
年
度
の
費
録
申

請
を
五
月
末
日
ま
で
受
け
付

け
ま
す
の
で
、
該
当
業
者
は

業
務
用
米
穀
を
購
入
さ
れ
る

米
穀
小
売
販
売
庖
に
申
請
書

を
二
部
提
出
し
て
く
だ
さ
い

を
長
登
録
手
数
料
と
し
て
九

百
円
が
い
り
ま
す
。

申
請
用
紙
は
市
民
課
又
は
米

穀
小
売
販
売
庖
に
用
意
し

τ

あ
り
ま
す
。

松
原
局
の
取
り
扱
い
区

域
が
変
り
ま
し
た

昨
年
、
新
し
〈
大
村
市
に

編
入
し
た
武
留
路
郷
と
、
い

ま
ま
で
竹
松
局
の
取
り
扱
い

区
域
と
在

っ
て
い
た
今
富
郷

字
段
が
四
月
二
十
六
日
か
ら

松
原
局
の
取
り
扱
い
区
域
と

な
り
ま
し
た
。

簡
易
保
険
、
郵
便
貯
金
な
と

ご
利
用
の
時
は
ま
ち
が
い
の

左
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
島
、
郵
便
の
集
配
、
電
報

の
配
達
〈
五
月
二
十
日
か
ら
)

も
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

、

盲
目
稜
・
ジ
フ
テ
リ
ヤ

回
目
の
予
防
注
射

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
ハ
混

合
〉
の
予
防
接
種
、
三
回
目

を
つ
ぎ
の
と
治
り
行
な
い
ま

す。

接
種
目

6
月
1
日

接
種
場
所

池
田
清
和
国

萱
瀬
出
張
所

中
央
公
民
館

三
浦
診
療
所

竹
松
出
張
所

松
原
出
張
所

鈴
田
出
張
所

市
立
病
院

福
重
白
張
所

時
間
は
、
い
十
れ
も
、
午

後

1
時
初
分
か
ら
、

5
時

刊
分
ま
で
。

11 
8
月
2
日

H 
6
月
3
日

〆〆
B
月
4
日

6
月
5
日

λ'1 

¥ 

よ〆


